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Attempt of music lessons using ICT system in teacher training course 




This paper studied the effects of using ICT in music lesson from some application 
examples and could show effective strategies.
The results of this research are as follows；1 Improvement in concentration by 
visual help, 2 Understanding study basics thoroughly by quick response, 3 Training 
the ability of thinking, 4 Respecting student individuality and diversity by 
communication and collaboration, 5 Progress in presentation ability, 6 Extending self-
direction.
I could make a lesson plan which is based on these results.
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４ 歌詞にリズムを付けて 8 小節のリズム曲に
し、ソフトに入力する。
５ 伴奏を選びソフトで音程を入力・操作しな
がら、歌にする。
６ 1年生の前で中間発表をし、出された感想や
意見から改良点を分類する。
７ 改良点を基に歌をつくり直す。（音楽的推敲）
８ 完成した歌を1年生にプレゼントし、交流する。
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果として次のことがあげられる。
① 可視化することにより、音の流れを視覚的に捉
えることができ、理論の理解や音取りが容易に
なる。
② いつでも再現可能であるため、振り返りが容易
である。そのため歌唱・器楽の練習においても
音楽づくりにおいても有効であった。
③ 振り返りが容易になったことから、推敲を十分
に行うことができ、音楽的な工夫や思考ができ、
音楽的にも質の高いものを作り上げることがで
きる。
④ 記録しておくことができるため、データのポー
トフォリオ化により授業準備が効率的になった
こととこれまでの学習の確認が容易になった。
プログラミング的学習の効果としては、試行錯誤
（音楽的推敲）を繰り返す中でプログラミング的
思考が深まり、育成されたこと音楽を形作ってい
る要素への意識が高まった。その結果、プログラ
ミング的思考は音楽という形で現れたことがあげ
られている。
４．模擬授業での実践
4.1　 ICTを利用した授業の提案（鹿児島音楽教
育ICT研究グループ）
1 ）使用するもの
タブレット、電子黒板
2 ）使用方法
① 歌詞の表す情景や登場する物を映像で見せた
り、音を聴かせたりする。
② 楽譜を電子黒板に写し、曲の構造を理解する。
③ 音楽ソフトを使って、強弱の工夫をする際に、
自分たちの工夫したものがタブレットで聴くこ
とができるようにし、実際の音を聴きながら表
現の工夫をする
④ グループ発表の際にタブレットから電子黒板に
写して、各班の比較をする。
⑤ 表現の工夫をして完成した歌を録音し、それを
鑑賞することによって、自分たちの工夫を振り
返る。
4.2　学習指導案
音楽科　学習指導案
１．題材　歌で思いを伝えよう
２．ねらい
　☆ 楽曲の気分を感じ取って歌い方を工夫してい
る【表現の工夫】
　☆ 歌い方を工夫することに意欲的に取り組んで
いる【関心・意欲・態度】
　☆ 工夫にふさわしい歌い方で歌っている【表現
の技能】
３．本時案
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５．考　　察
ICTの活用の効果としては、①視覚支援による
集中力の向上、②クイックレスポンスによる基礎
基本の徹底、③思考力の鍛錬、④コミュニケーシ
ョンとコラボレーションによる個と多様性の尊
重、⑤表現力の上達、⑥主体性の伸長があげられ
ており、実践例においては、成果として次の点が
見られた。
事例１では、ア、プログラミング的思考を働か
せながら音楽づくりの活動を行うことができた。
イ、試行錯誤（音楽的推敲）を繰り返す中でプロ
グラミング的思考が深まり、育成された。ウ、音
楽を形作っている要素への意識が高まった。その
結果、プログラミング的思考は音楽という形で現
れた。可視化することにより、音の流れを視覚的
に捉えることができ、理論の理解や音取りが容易
になった。
事例2では、ア、可視化することにより、音の
流れを視覚的に捉えることができ、理論の理解や
音取りが容易になる。イ、いつでも再現可能であ
るため、振り返りが容易である。そのため歌唱・
器楽の練習においても音楽づくりにおいても有効
であった。ウ、振り返りが容易になったことから、
推敲を十分に行うことができ、音楽的な工夫や思
考ができ、音楽的にも質の高いものを作り上げる
ことができる。エ、記録しておくことができるた
め、データのポートフォリオ化により授業準備が
効率的になったこととこれまでの学習の確認が容
易になった。
これらの効果を踏まえ、学習指導案では歌詞の
背景や気持ちを読み取る際に、映像を効果的に用
いること、曲の構造を知るために楽譜と音を関連
付けること、強弱の工夫の際にタブレットを用い
てグループ学習が促進され、意見交換が行いやす
くなり、学習が深まることを想定した。
　ICTを取りいれるにあたっては音楽室には設備
が全く整っていない。教師が ICT機器の利用に
なれていない。有用なデジタル教材がない。など
の課題が考えられる。音楽室の整備や教師の学習
に関しては、教師自身が学校の実情に合わせて取
り組んでいくことが重要となる。しかし、音楽科
においては教材内容に沿ったコンテンツの開発が
遅れており、音楽教師と連携して開発していくこ
とが急務である。
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